
　学校では、子どもたちの実態や各学校の状況に応じ、特別支援学級

と通常の学級の子どもたちが共に学ぶ機会が得られるよう、「交流及

び共同学習」を計画的に進めています。

　「交流及び共同学習」では、共通の目的を持ち、互いに学び合う経

験を大切にしています。こうした中で、多様性を理解し、相手を思い

やる気持ちを育て、自分から考えて行動する力がつくように、各学校

で取り組んでいます。

　ここでは、市内の小・中学校で取り組まれている特別支援学級と通

常の学級との交流や特別支援学校と市内の学校で行われた居住地校交

流を紹介します。

学習の成果を発表する“第34回はっぴい発表会”

　11月９日（土）に、浦安市の特別支援学級の子どもたちによる

「はっぴい発表会」が文化会館大ホールで行われました。今年

度は、東小学校の「はるかぜ学級」が加わり、小学校12校、

中学校９校、約180名の子どもたちが出演しました。各学校の

先生方をはじめ多くの方々が来場し、声援を送っていました。

　歌やダンス・楽器の演奏や劇など、子どもたちは、日頃積み

重ねてきた学習の成果を、自信を持って発表しました。子ども

たちの輝いている姿は、会場中を「はっぴい」な気持ちで一杯

にしました。

自ら学び、身に付けた知識や技能を活用する子どもを育む

確かな学力のの形成形成 豊かな心のの育成育成とと

学ぶ意欲の育成と確かな学力の形成

多様な教育的ニーズに応じた支援の充実

　当代島公民館で、子育て応援講座「未来をつくる子ども達」が開催され

ました。「情報化の中での子どもたち」をテーマにした講座では、「情報化

の中で子どもたちが生きていくために必要な力とは何か」について、参加

者同士でグループをつくり、話し合いました。「遊ぶ」「学ぶ」「考える」

「笑う」「甘える」「頼る」など様々な意見が出ました。「なるほど」「それ

もありますね」などの感想がありました。

子どもたちの健やかな成長のために公民館で学ぶ

交流及び共同学習の充実
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自分のお気に入りの本について、登場人物

や好きな場面を友達に紹介する（明海小） 自分の考えた作戦をかき表し、話し合いによってチームの作戦を決める（東小）

考え、表現する力を高めるために、言語活動の充実を図る

　言語活動とは、記録する、説明する、紹介する、討論する

など、「話す」「聞く」「書く」「読む」といった言語を使った

活動のことです。小・中学校では、確かな学力の形成や豊か

な心を育む上で必要な言語に関する力を高めるために、国語

科を中心に、各教科で言語活動の充実を図る授業を行ってい

ます。

子どもたち一人一人にきめ細やかな学習指導を行うために、少人数教育推進教員との連携を図る
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グラフをみんなで見て、気が付いたこと

を発表する（明海南小）

はっぴい発表会「かがやきオリンピック2019」

居住地校交流の友達と一緒に！（南小）

　居住地校交流とは、特別支援学校の児童生徒が、自分の居

住している地域の小学校・中学校に行き、居住地域の児童生

徒と一緒に学習活動等を行うことです。
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入船中、明海中、高洲中、堀江中、富岡中

「舞え！響け！参上新湾岸組」
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明海小「おまえうまそうだな」

浦安中、日の出中、見明川中、美浜中

「浦安魂ここにあり！」
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　始まる前は、少し緊張していた子どもたち

がステージの上では力一杯演技をしていて輝

いていました。

　たくさんの観客の前で、のびのびと発表す

る子どもたちの様子に、とても感動しました。

　今年度、小・中学校の全教室にプロ

ジェクターを整備しました。プロジェ

クターを使うことにより、クラスのみ

んなで課題を共有することが容易にな

りました。また、先生が手順等を説明

する場面でも、子どもたちは、スク

リーンに大きく映し出された先生の手

元を見て学習することができます。

　小・中学校には、少人数教育推進教員という先生がいます。

学校の実態に合わせて、習熟度別による少人数指導等を行い、

子どもたちを少人数できめ細かく指導し、わかる・できる授業

を展開しています。

　入船中学校では、数学の授業の時に、第２学年の２クラスを

学習する単元に応じて、希望による習熟度別の３クラスに分け

て、少人数による授業を行っています。
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